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小
さ
く
と
も
世
界
に
誇
れ
る
ま
ち

「
福
」あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

市
民
力
と
民
間
活
力
が
支
え
る

市
制
施
行
70
周
年

　

大
阪
府
池
田
市
は
今
年
、
市
制
施
行
70
周
年
の
大

き
な
節
目
を
迎
え
た
。
記
念
事
業
は
昨
春
に
始
ま
り
、

今
年
４
月
の
記
念
式
典
を
挟
ん
で
12
月
に
至
る
ま

で
、
計
70
以
上
も
の
事
業
が
市
内
各
所
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　

市
制
施
行
70
周
年
記
念
イ
ヤ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
「
福
あ
ふ
れ
る
ま
ち
池
田　

70  

th
」
だ
。
福・

と
は
も
ち
ろ
ん
、
幸
福
の
福・

で
あ
る
。

「
池
田
市
に
は
幾
つ
も
の
福・

が
あ
り
ま
す
」

　

と
語
る
の
は
倉
田
薫
池
田
市
長
で
あ
る
。

「
例
え
ば
世
界
的
な
人
気
食
品
で
あ
る
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
の
発
祥
地
は
池
田
市
で
す
。
発
明
者
は

池
田
市
民
で
、
日
清
食
品
の
創
業
者
で
も
あ
る
安

藤
百
福・

さ
ん
で
し
た
。
百
福
さ
ん
は
生
前
の
平
成
14

年
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援
の
基
金
と
し
て
当
市
に

１
０
０
０
万
円
も
の
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
当
市
で
は
そ
れ
を
基
に
『
池
田
市
事
始
め
奨
励

基
金
条
例
』
を
制
定
し
、
以
後
、
市
内
の
優
れ
た
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
創
業
者
に『
事
始
め
奨
励
大
賞（
百
福

大
賞
）』
を
毎
年
贈
り
、
当
市
に
千
福・

・
万
福・

を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
第
２
、
第
３
の
百
福
さ
ん
の
登
場
を

奨
励
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た『
池
田
の
牛
ほ
め
』『
池
田
の
猪
買
い
』な
ど
池

田
市
を
舞
台
に
し
た
上
方
古
典
落
語
が
幾
つ
も
あ
る

こ
と
に
ち
な
み
、
当
市
が
展
開
す
る
『
落
語
の
ま
ち

池
田
』発
信
事
業
の
基
本
精
神
は『
笑
う
ま
ち
に
は
福・

来
る
』で
す
」

　

池
田
市
の「
福
」は
さ
ら
に
あ
る
、
と
続
け
る
。

「
昨
春
か
ら
始
ま
っ
た
池
田
市
制
施
行
70
周
年
記
念

事
業
の
皮
切
り
は
ビ
リ
ケ
ン
像
の
設
置
で
し
た
。
ビ

リ
ケ
ン
像
は
大
阪
・
通
天
閣
の
も
の（
複
製
）が
有
名

で
す
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
像
は
池
田
出
身
の
初
代
・
田

村
駒
治
郎
氏
が
創
業
し
た
繊
維
商
社
・
田
村
駒
（
株
）

本
社
に
祭
ら
れ
、
商
標
登
録
権
も
明
治
末
期
以
来
、

田
村
駒（
株
）が
所
有
し
て
い
ま
す
。
初
代
・
田
村
氏

は
公
会
堂
を
寄
付
す
る
な
ど
、
当
市
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
恩
人
で
す
。
そ
ん
な
ご
縁
か
ら
田
村
駒
（
株
）

の
承
認
を
頂
き
、
ア
メ
リ
カ
生

ま
れ
の
福・

の
神
・
ビ
リ
ケ
ン
像
を

『
福
あ
ふ
れ
る
ま
ち
池
田
』の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
」

　

池
田
市
制
施
行
70
周
年
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
ふ
く
ま
る
く
ん
、
ふ
く
ま
る
ち
ゃ
ん
」の
カ
ッ

プ
ル
に
は
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
当
日
４
つ
子

の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
第
４
子
が
誕
生

す
る
と
祝
い
金
の
ほ
か
、
希
望
者
に
軽
自
動
車
を
３

年
間
無
償
貸
与
す
る
池
田
市
の
子
育
て
支
援
制
度
に

ち
な
ん
で
い
る
。
池
田
市
は
ほ
か
に
も
多
彩
な
子
育

て
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、「
ふ
く
ま
る
」
は
子
宝
に

恵
ま
れ
た
子
福・

者
の
象
徴
と
し
て
「
子
育
て
の
し
や

す
い
ま
ち
池
田
」の
Ｐ
Ｒ
役
も
果
た
し
て
い
る
。

　

ま
た
福・

の
神
・
ビ
リ
ケ
ン
像
の
設
置
を
皮
切
り
に

始
ま
っ
た
池
田
市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
の
経
費

は
す
べ
て
、
市
内
企
業
お
よ
び
市
民
か
ら
の
寄
付（
浄

財
）で
賄
わ
れ
て
い
る
。

　

全
国
区
的
な
話
題
を
集
め
た
「
社
会
人
落
語
初
代

日
本
一
決
定
戦
」、
市
民
・
行
政
職
員
・
学
者
・
芸

術
芸
能
家
・
文
化
団
体
な
ど
が「
文
化
の
視
点
」か
ら

「
住
ん
で
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
」
を
巡
る
政
策
に
つ
い

て
討
議
し
た
「
第
11
回
全
国
文
化
の
見
え
る
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
、
硬
軟
取
り
ま
ぜ
た
池
田

市
主
催
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
堂
々
と
肩
を
並
べ
て
い

る
の
も
、
地
域
住
民
が
主
催
す
る
数
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
や
事
業
だ
。

　

ま
さ
に
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が「
わ
が
ま
ち
」の

た
め
に
力
を
結
集
し
て
実
現
し
た
、
池
田
市
の
「
福

あ
ふ
れ
る
70
周
年
」と
い
え
る
だ
ろ
う
。

厳
し
い
行
財
政
改
革
の
中
で
も

忘
れ
な
い
笑
い
や
希
望

　

祝
福
ム
ー
ド
あ
ふ
れ
る
池
田
市
だ
が
、
実
は
わ
ず

か
14
年
前
の
平
成
７
年
度
決
算
で
、
赤
字
団
体
に
転

落
と
い
う
非
常
に
つ
ら
い
体
験
を
し
て
い
る
。
長
年

に
わ
た
る
ハ
ー
ド
面
で
の
過
剰
投
資
の
ツ
ケ
が
、
バ

ブ
ル
経
済
の
崩
壊
で
一
気
に
噴
出
し
た
結
果
と
も
さ

れ
る
。
こ
の「
負
の
遺
産
」を
あ
え
て
引
き
継
ぐ
形
で

平
成
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
現
在
４
期
目
に

至
る
倉
田
市
政
だ
っ
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
３
年
後
に
財
政
再
建
団
体
（
当
時
）

へ
の
転
落
が
必
至
と
い
わ
れ
る
中
、
市
長
就
任
直
後

か
ら
準
備
を
始
め
、
翌
年
度
に
は
97
項
目
に
上
る
課

題
対
応
を
目
指
す
『
池
田
市
行
財
政
み
な
お
し
推
進

計
画
』
を
策
定
。『
み
な
お
し
元
年
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
平
成
９
年
度
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
ん

だ
行
財
政
改
革
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
ま
で
に
経
費

２
２
０
億
円
、
職
員
数
１
８
０
人
を
そ
れ
ぞ
れ
削
減

す
る
と
い
う
当
初
目
標
を
上
回
る
成
果
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
倉
田
市
長
）

　

目
標
年
度
を
前
に
達
成
の
確
信
を
得
た
池
田
市
で

は
、
行
財
政
改
革
を
よ
り
強
化
し
、
さ
ら
に
ス
リ
ム

で
効
率
的
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
す
た
め
、

平
成
17
年
度
中
に
平
成
18
〜
22
年
度
を
実
施
期
間
と

「第11回全国文化の見えるまちづくりフォーラム」には市民がたくさん詰め掛けた

倉田 薫
池田市長

（大阪府）

市 政 ル ポ 池
い け だ

田市
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日本一小さな市立動物園「五月山動物園」（入園無料）
には姉妹都市・ローンセストン市（豪）から贈られた
ウォンバットが人気を集めている

上方落語『はてなの茶碗』を持ちネタとするコー
ヒー店の店頭では、ネタにちなんだ「はてなの茶
碗ドリッパー」を売り出し中
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す
る
『
池
田
市
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
プ
ラ
ン
』（
以

後
、
改
革
プ
ラ
ン
）
を
策
定
。
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

推
進
や
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
に
よ
る
行
政
の

ス
リ
ム
化
、
よ
り
一
層
の
人
件
費
削
減
、
余
剰
施
設

廃
止
、
受
益
者
負
担
見
直
し
な
ど
の
取
り
組
み
を
中

心
に
、
改
革
プ
ラ
ン
を
着
々
と
実
施
し
て
き
た
。

「
し
か
し
、
昨
年
９
月
に
財
政
推
計
の
見
直
し
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
収
支
は
改
善
す
る

も
の
の
平
成
22
年
度
に
は
再
び
赤
字
に
転
落
す
る
可

能
性
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
直
後
か
ら
始
ま
っ

た
世
界
同
時
不
況
の
影
響
も
あ
り
、
今
後
の
市
税
収

入
に
深
刻
な
影
響
が
出
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

　

そ
こ
で
今
年
３
月
に
は
職
員
数
の
さ
ら
な
る
削
減

と
給
与
削
減
に
よ
る
人
件
費
総
額
の
抑
制
、
市
単
独

事
業
を
中
心
と
す
る
事
務
事
業
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の

見
直
し
、
寄
付
な
ど
に
よ
る
歳
入
確
保
、
投
資
的
事

業
の
抑
制
な
ど
を
骨
子
と
す
る
『
池
田
市
行
財
政
シ

ス
テ
ム
改
革
プ
ラ
ン　

中
間
見
直
し
』
を
策
定
し
ま

し
た
」（
倉
田
市
長
）

　

そ
う
語
る
一
方
で
、
倉
田
市
長
は
「
そ
の
よ
う
に

厳
し
い
財
政
状
況
の
渦
中
に
あ
る
か
ら
こ
そ
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
が『
笑
い
』や『
元
気
』、
未
来
へ
の
明
る

い『
希
望
』を
常
に
描
こ
う
と
す
る
前
向
き
な
精
神
で

す
」と
も
指
摘
す
る
。

　

阪
急
池
田
駅
前
か
ら「
落
語
み
ゅ
ー
じ
あ
む
」に
至

る
道
筋
の
サ
カ
エ
マ
チ
商
店
街
は
、
そ
の
精
神
を
体

現
す
る
象
徴
的
な
場
だ
。
同
界
隈
は
「
落
語
の
ま
ち

池
田
」
の
発
信
地
で
あ
る
。
以
前
は
全
国
の
中
心
市

街
地
と
同
様
、
低
迷
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
平
成
19

年
に
始
ま
っ
た「
落
語
の
ま
ち
池
田
」発
信
事
業
を
契

機
に
、
今
で
は
駄
じ
ゃ
れ
と
落
語
ネ
タ
を
基
調
に
し

た
明
る
く
元
気
な
商
品
や
店
舗
が
ず
ら
り
と
並
び
、

再
び
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

池
田
の
奥
深
さ
を
知
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム

「
落
語
の
ま
ち
池
田
」
発
信
事
業
は
、
平
成
19
年
、
ほ

ん
ま
ち
通
り
の
電
線
地
中
化
な
ど
の
整
備
工
事
に
伴

い
、池
田
銀
行
発
祥
地
に
あ
っ
た
古
い
家
屋
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
文
化
交
流
施
設
「
落
語
み
ゅ
ー
じ
あ
む
」（
池

田
市
立
上
方
落
語
資
料
展
示
館
）
と
な
っ
た
の
を
契

機
に
始
ま
っ
た
。
同
施
設
に
は
上
方
落
語
の
豊
富
で

貴
重
な
資
料
が
保
存
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ア
マ

チ
ュ
ア
落
語
家
入
門
講
座
な
ど
多
彩
な
事
業
に
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
阪
急
池
田
駅
周
辺
の
店
舗
が
、
池
田
ブ
ラ

ン
ド
構
築
事
業
推
進
や
地
域
活
性
化
事
業
推
進
を

目
的
に
設
立
さ
れ
た
第
３
セ
ク
タ
ー
「
い
け
だ
サ
ン

シ
ー
（
株
）」
を
通
じ
て
上
方
古
典
落
語
の
演
目
を
持

ち
ネ
タ
に
も
ら
い
、
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
店
舗
展
開
を

行
っ
て
い
る（
参
加
商
店
は
52
店
舗（
平
成
21
年
10
月

１
日
現
在
））。

　

例
え
ば
江
戸
落
語
で
も
知
ら
れ
る『
時
そ
ば
』の
原

話
は
上
方
落
語
の『
時
う
ど
ん
』と
さ
れ
る
が
、
サ
カ

エ
マ
チ
Ⅱ
番
街
の
う
ど
ん
屋
さ
ん
が
こ
の
演
目
を
持

ち
ネ
タ
に
し
て「
刻
う
ど
ん
」と
い
う
商
品
を
出
し
て

い
る
。
同
様
に『
池
田
の
牛
ほ
め
』を
持
ち
ネ
タ
と
す

る
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
は
、
牛
筋
肉
入
り
の
「
牛
ほ
め

ラ
ー
メ
ン
」を
目
玉
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
同
商
店
街
に
は「
い
け
だ
サ
ン
シ
ー（
株
）」が

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
池
田
の
案
内
所
兼
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ「
引
札
屋
」が
あ
り
、
将
来
の
正
式
な
起
業

を
目
指
す
店
舗
が
入
居
し
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
商
品

の
陳
列
販
売
を
し
て
い
る
。

「
に
ぎ
わ
い
創
出
に
は
商
工
業
の
振
興
と
観
光
振
興

が
不
可
欠
で
す
。
特
に
商
店
街
な
ど
の
振
興
と
と
も

に
重
要
と
考
え
る
の
は
百
福
大
賞
も
含
め
た
創
業
者

（
起
業
者
）
支
援
で
す
。
例
え
ば
知
的
財
産
権
に
つ

い
て
の
無
料
相
談
実
施
や
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
を
密
接
に
し
た
企
業
育

成
室
（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）『
い
け

だ
ピ
ア
ま
る
セ
ン
タ
ー
』
の
運
営
や
入
居
奨
励
な
ど

の
事
業
に
は
、
今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
ま
た
当
市
な
ら
で
は
の
観
光
振
興
策
と
し

て
、
池
田
の
多
彩
な
魅
力
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ご
紹
介

す
る
べ
く
、
市
内
に
点
在
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
巡

る『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
』を
推
奨
し
て
い
ま

す
」（
倉
田
市
長
）

　

池
田
市
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
多

い
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
発
明
し
た
安
藤
百

福
氏
の
事
績
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
歴
史
な

ど
が
分
か
る
「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
発
明
記
念
館
」、
前
出
「
落
語

み
ゅ
ー
じ
あ
む
」、
宝
塚
歌
劇
の
創
始

者
小
林
一
三
氏
の
寄
贈
書
を
中
心
に

日
本
有
数
の
演
劇
図
書
館
と
し
て
知

ら
れ
る
「
阪
急
学
園
池
田
文
庫
」、
小

林
一
三
氏
が
個
人
収
集
し
た
書
画
骨

董
・
美
術
品
を
蔵
す
る
「
逸
翁
美
術

館
」、
工
場
が
戦
前
か
ら
あ
り
、
本
社

も
池
田
市
に
あ
る
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
運

営
の
、
未
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
体
験
施
設「
ヒ
ュ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
ワ
ー
ル
ド
」、
池
田
市
域
の
考
古
・
歴
史
・

美
術
工
芸
・
民
俗
資
料
な
ど
を
豊
富
に
蔵
す
る
「
市

立
歴
史
民
俗
資
料
館
」な
ど
だ
。

　

驚
か
さ
れ
る
の
は
そ
れ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示

内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
、
池
田
発
の
歴
史
や
各
種
業
績
、

池
田
に
か
か
わ
り
あ
る
篤
志
家
、
企
業
な
ど
が
自
力

で
収
集
し
た
成
果
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
だ
け
の
蓄

積
が
池
田
に
は
あ
る
。

「
中
世
の
池
田
は
城
下
町
で
し
た
が
、
近
世
以
降
は

街
道
の
発
展
と
と
も
に
都
市
と
農
村
の
性
格
を
併
せ

持
つ『
在
郷
町
』と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
市
域
西
部
を

流
れ
る
猪
名
川
や
川
沿
い
の
街
道
は
、
衣
食
住
に
ま

つ
わ
る
物
資
の
流
通
ル
ー
ト
と
し
て
に
ぎ
わ
い
、
水

が
豊
富
で
清
ら
か
な
池
田
に
は
元
禄
時
代
に
38
軒
も

の
造
り
酒
屋
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
す
」（
倉
田
市
長
）

　

ま
た
明
治
43
年
に
は
大
阪
中
心
部
か
ら
北
に
約
20

㎞
と
い
う
好
立
地
を
生
か
し
、
阪
急
電
鉄
に
よ
る「
日

本
最
初
の
分
譲
住
宅
地
」（
室
町
地
区
）
が
池
田
に
誕

生
し
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
の
採
用
第
１
号
、

電線地中化のほんまち通りに面した
「落語みゅーじあむ」（入場無料）

市制施行70周年のイメージキャラクター「ふくまる」家族は子育てしや
すいまち池田市の象徴でもある

アメリカの福の神ビリケンは足の裏をなでると
幸運が訪れると人気

オリジナルカップ麺づくりなどの体験もできる「インスタントラーメン発明
記念館」は小学生から外国人まで連日にぎわう

近世までは物流の大動脈だった猪名川（橋は阪神高速道路）

池田市　市 政 ル ポ

（大阪府）
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る
。
池
田
に
も
同
様
に
芸
能
や
学
問
、
文
化
を
大

事
に
す
る
素
地
が
歴
史
的
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
。
池

田
市
は
旧
池
田
師
範
・
旧
大
阪
学
芸
大
学
・
大
阪
教

育
大
学
が
古
く
か
ら
立
地
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら

「
教
育
の
ま
ち
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
教
育
を
大
事
に

す
る
素
地
は
古
来
、
風
土
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

平
成
16
〜
20
年
度
ま
で
実
施
さ
れ
た
「
教
育
の
ま

ち
池
田
」
特
区
は
ま
さ
に
、
そ
ん
な
風
土
を
持
つ
池

田
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
だ
。

「
教
育
の
ま
ち
池
田
」
特
区
で
は
教
育
課
程
を
弾
力
化

し
、
新
た
な
教
科
を
設
定
で
き
る
「
構
造
改
革
特
別

区
域
研
究
開
発
学
校
設
置
事
業
」と
、少
人
数
学
級
編

成
を
行
う
た
め
市
単
位
で
教
員
を
採
用
で
き
る
「
市

町
村
費
負
担
教
職
員
任
用
事
業
」
が
認
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
の
が
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英

語
講
師
を
配
置
し
た
小
学
校
英
語
活
動
（
平
成
16
年

度
〜
。
全
学
年
を
対
象
に
週
１
時
間
の
英
語
活
動
を

実
施
）や
中
学
校
選
択
英
語（
平
成
17
年
度
〜
。
必
修

以
外
に
週
１
時
間
の
英
語
活
動
を
実
施
）、
さ
ら
に

科
学
の
学
習
と
情
報
の
学
習
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
小
学

校
の「
科
学
・
情
報
の
時
間
」（
平
成
16
年
度
〜
）だ
。

　

特
区
事
業
は
い
ず
れ
も
少
数
の
推
進
校
で
実
施
し

た
後
、
市
内
全
校
に
拡
大
し
、
そ
れ
ら
は
特
区
終
了

後
の
現
在
も
発
展
的
な
形
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
池
田
の
歴
史
や
環
境
を
幅
広
く
学
ぶ
生
涯
学

習「
池
田
学
」講
座
の
実
施
も
、
多
彩
な
文
化
や
歴
史

を
持
つ
池
田
市
ら
し
い
事
業
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「『
教
育
の
ま
ち
池
田
』
特
区
で
は
主
に
英
語
を
媒
介

に
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
醸

成
や
、
科
学
的
思
考
力
・
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を

図
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
『
池
田
学
』
と
は
、

歴
史
・
文
化
・
自
然
・
産
業
な
ど
、
池
田
に
か
か
わ

る
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
包
括
し
た
地
域
学
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
身
近
な
池
田
の
す
べ
て
を
学
ぶ
こ
と

で『
知
る
楽
し
み
』『
学
ぶ
喜
び
』を
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」（
倉
田
市
長
）

　

特
区
事
業
の
効
果
は
数
多
い
。
中
で
も
目
立
つ
の

は
、
子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着
い
て
人
の
話
を
聞
く
よ

う
に
な
り
、
自
分
の
意
見
を
自
分
の
言
葉
で
組
み
立

て
よ
う
と
努
力
す
る「
姿
勢
の
変
化
」が
現
れ
た
こ
と

だ
と
い
う
。
市
民
の
知
る
楽
し
み
、
学
ぶ
楽
し
み
を

醸
成
し
よ
う
と
す
る
「
池
田
学
」
に
も
、
池
田
を
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
」
と
し
て
よ
り
深
く
認
識
し
て
も
ら

う
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

生
活
協
同
組
合
方
式
の
食
料
品
・
日
用
品
購
買
シ
ス

テ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
そ
の
後
の
分
譲
住
宅

開
発
に
影
響
を
与
え
る
先
駆
的
な
事
業
だ
っ
た
。

　

池
田
に
は
そ
う
し
た
歴
史
的
・
文
化
的
先
進
性
の

エ
ッ
セ
ン
ス
が
随
所
に
点
在
し
て
い
る
。
地
域
の
多

様
な
魅
力
や
歴
史
文
化
を
体
系
的
に
知
り
、
触
れ
、

体
験
で
き
る
施
設
群
を
訪
ね
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
無
理
な
く

成
立
す
る
の
も
、
十
分
に
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。

豊
か
な
土
壌
に
育
つ

教
育
・
池
田
学
・
地
域
分
権

　

物
資
が
集
散
し
、
人
が
大
勢
移
動
す
る
川
沿
い
や

街
道
沿
い
に
は
自
然
発
生
的
に
富
と
文
化
が
蓄
積
す

　

教
育
委
員
会
関
係
者
や
生
涯
学
習
関
係
者
を
取
材

し
て
い
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
子
ど
も
た
ち
に

池
田
で
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
教

育
環
境
を
整
え
た
い
」「
池
田
市
民
に
よ
り
深
く
自
分

た
ち
の
郷
土
を
理
解
し
、
愛
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
趣
旨
の
発
言
が
盛
ん
に
出
た
こ
と
だ
。
教
育
現

場
が
ま
ず
地
元
を
愛
し
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
や
市

民
に
伝
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
積
極
的
な
姿
勢
が

分
か
る
。
そ
う
し
た
官
民
共
通
の
郷
土
愛
は
「
池
田

市
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
の
基
本
条
例
」の
施
行（
平

成
18
年
度
）後
、
翌
年
度
か
ら
始
ま
っ
た「
地
域
分
権

制
度
」の
受
け
入
れ
ら
れ
方
か
ら
も
分
か
る
。

「
地
域
分
権
は
11
小
学
校
区
ご
と
に
地
域
内
の
課
題

抽
出
と
解
決
を
検
討
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
を
設
立
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
事
業
に
対

す
る
予
算
提
案
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
制
度
で

す
。『
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
ろ
う
』

を
合
言
葉
に
既
に
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
各
地

域
で
活
発
な
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
」（
倉
田
市

長
）

　

地
区
推
進
協
議
会
の
試
み
は
全
国
的
に
行
わ
れ

て
い
る
が
、
分
野
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

池
田
市
は
各
地
区
に
「
予
算
提
案
権
」
を
持
た
せ
て

い
る
。
こ
れ
は
全
国
初
の
試
み
だ
ろ
う
。
し
か
も

予
算
額
は
総
額
約
７
０
０
０
万
円
（
１
地
区
当
た
り

７
０
０
万
円
程
度
を
人
口
に
応
じ
て
配
分
）
に
上
る
。

内
容
も
ソ
フ
ト
事
業
が
急
増
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ

に
、
同
事
業
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。

　

そ
の
原
動
力
の
一
端
は
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
あ
る
。地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
は

各
地
区
に
数
名
ず
つ
配
備
さ
れ
、
住
民
に
法
制
度
面

や
手
続
き
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
職
員
研
修

の
場
と
し
て
も
役
立
つ
し
、
市
民
か
ら
も
市
役
所
と

の
距
離
を
縮
め
る
制
度
と
好
評
を
得
て
い
る
。

「
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
環
境
下
で
す
が
、
長
年
の
行

財
政
改
革
で
職
員
や
市
民
の
意
識
改
革
は
確
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
必
要
な
の
は
先
人
の
知
恵

を
生
か
し
つ
つ
、
市
民
が
自
ら
の
手
で
新
し
い
歴
史

を
築
き
上
げ
よ
う
と
す
る
気
概
で
す
。
行
政
・
職
員

は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
そ
れ
が
分
権
型
社
会
の

最
終
目
標
＝
地
域
分
権
の
あ
る
べ
き
姿
と
考
え
て
お

り
ま
す
」（
倉
田
市
長
）

　

総
面
積
22
㎢
強
の
池
田
市
域
は
、
約
半
分
が
市
民

の
憩
い
の
場
・
五
月
山
と
そ
れ
に
続
く
丘
陵
地
帯
だ
。

細河地区は植木の日本４大産地の一つだが、水田の土壌に植木と米を交互
に栽培するのが大きな特徴

「教育のまち池田」特区の小学校の授業風景（科学・情報の時間）

地域が事業を企画し、予算まで提案できる地域分権制度は池田市発にして全国初
（協議会風景）

中
心
市
街
地
は
五
月
山
の
ふ
も
と
に
広
が
り
、
北
に

は
日
本
４
大
産
地
と
さ
れ
る
「
植
木
の
ま
ち
細
河
地

区
」
が
あ
る
。
西
は
猪
名
川
を
挟
ん
で
兵
庫
県
に
接

し
、
南
端
に
は
大
阪
国
際
空
港（
伊
丹
空
港
）の
一
部

が
食
い
込
む
。

　

こ
の
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
変
化
に
富
ん
だ
地
勢

さ
な
が
ら
、「
小
さ
く
と
も
世
界
に
誇
れ
る
ま
ち
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
厳
し
い
行
財
政
改
革
を
断

行
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
池
田
市
の
各
種
ま
ち
づ
く

り
事
業
お
よ
び
地
域
活
性
化
事
業
は
、
そ
の
ど
れ
も

が
、
明
る
さ
と
元
気
と
創
意
工
夫
に
満
ち
て
い
る
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

健康増進と保健・福祉サービスの窓口
と交流拠点機能を集約した保健福祉総
合センター（今年４月完成）には最新の
設備がぎっしり。写真は集団補聴シス
テムが設置された大会議室

誰でも自由に借りられる無人・無料・無施錠の「まち
角の図書館」は全国初の試み（市内13カ所）


